
令和３年度 南信州民俗芸能継承推進協議会 総会 

次 第 

日時：令和３年５月 24 日（月）13 時 30 分  

場所：南信州広域連合事務センター201・202 会議室 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 協議事項 

(1) 第 1号議案 役員の選任

(2) 第２号議案 令和２年度事業報告

(3) 第３号議案 令和２年度決算報告

(4) 第４号議案 令和３年度事業計画（案）

(5) 第５号議案 令和３年度予算（案）

４ 報告 

コロナ禍における南信州の民俗芸能について

５ 意見交換 

６ その他 

７ 閉会 





令和２年度事業報告

１ 啓発イベントの開催 

（1） 南信州民俗芸能活性化イベント in 長野県立歴史館

開催日：令和 2 年 11 月 21 日（土） 場所：長野県立歴史館講堂 

講演「南信州の民俗芸能－信州の豊かな民俗文化遺産を後世に－」 

講師 元飯田市美術博物館学芸員 櫻井弘人氏（協議会アドバイザー） 

（2） 第４回伊那民俗研究集会 ※感染症対策のため中止

（計画した内容）

開催日：令和 2 年 11 月 28 日（土）・29 日（日） 

場所：阿南町新野地区 

（3） 南信州民俗芸能フォーラム in 國學院 ※感染症対策のため中止

（計画した内容）

期日：令和２年 12 月 19 日（土） 場所：國學院大學 常磐松ホール 

記録映像上映、講演、実演（中郷遠山霜月祭保存会） 

（4） 第 6 回南信州民俗芸能継承フォーラム ※感染症対策のため中止

（計画した内容）

開催日：令和３年２月６日（土） 場所：飯田市鼎文化センター 

内容：講演、パネルディスカッションほか 

２ 集中啓発広報の実施 

当初、令和 2 年 11 月を南信州民俗芸能月間として、各種イベントの開催や集中的な広報

活動を行う計画であったが、コロナ禍による芸能行事の中止等により 11 月の月間を中止

し、その代替措置として、令和 3 年 1 月から３月を集中啓発広報期間として、広報活動を

実施。 

（1） あいなび冬号、月刊いいだ 1 月号への広告掲載

（南信州新聞への掲載は、継承フォーラム中止に伴い中止）

（2） 南信州広域連合広報紙３月号への記事掲載

（3） 民俗芸能カレンダー（年度版）の発行

制作部数：15,000 部 

配布先：管内小中学校の全児童生徒、パートナー企業、民俗芸能団体等 

３ 南信州民俗芸能パートナー企業制度の運用 

・新規協定締結

８月６日（木）  8 者 場所：阿南町役場 

８月７日（金） 11 者 場所：南信州広域連合事務センター 

・啓発グッズ制作、配布（窓口掲示用ミニのぼり旗）

４ 観覧環境整備 

照明整備（天龍村坂部 大森山諏訪神社、向方 天照皇大神社、大河内 池大神社） 

第 2 号議案 
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会計年度　令和２年４月　１日から

令和３年３月３１日まで

収入総額 円

支出総額 円

差引残額 円　（次年度繰越）

収 入 の 部 （単位：円）

区 分 当初予算額 流充用額 予算現額 決算額 比　　較 摘　　　要

１．繰越金 2,981 ― 2,981 2,981 0 前年度繰越金

２．補助金 1,500,000 ― 1,500,000 536,000 △ 964,000 県補助（元気づくり支援金）

３．負担金 1,000,000 ― 1,000,000 550,000 △ 450,000 南信州広域連合負担金

４．寄付金 307,019 ― 307,019 526,187 219,168 パートナー企業からの寄付金

５．借入金 1,500,000 ― 1,500,000 1,500,000 0 南信州広域連合からの借入金

合 計 4,310,000 ― 4,310,000 3,115,168 △ 1,194,832

支 出 の 部

区 分 予算額 流充用額 予算現額 決算額 残　　額 摘　　　要

１．協議会助言者経費 544,000 ― 544,000 259,000 285,000 アドバイザー謝礼

２．情報発信・啓発活動経費 453,600 370,000 823,600 822,917 683 出張講座、カレンダー制作等

３．意識醸成経費 674,000 △ 370,000 304,000 51,700 252,300 継承フォーラム開催準備経費等

４．担い手確保・人的支援経費 552,000 ― 552,000 49,225 502,775 パートナー企業制度運営経費

５．環境整備・事務局支援 500,000 ― 500,000 324,500 175,500 照明環境整備

６．借入金返済 1,500,000 ― 1,500,000 1,500,000 0 南信州広域連合からの借入金の返済

７．その他経費 86,400 ― 86,400 61,731 24,669 消耗品購入、通信経費等

合 計 4,310,000 0 4,310,000 3,069,073 1,240,927

3,115,168

3,069,073

会計監査報告書

南信州民俗芸能継承推進協議会

令和２年度収入支出決算書

46,095

令和２年度南信州民俗芸能継承推進協議会収入支出予算の執行状況について、関係諸帳簿及び証拠書類に基づ
き監査したところ、適正かつ正確に執行されていたことを認めます。

令和 年 月 日 監 事

第 3号議案
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１　カレンダー制作に係る寄付 順不同 　　（円）

企業・団体名 寄付額

中日本高速道路株式会社名古屋支社飯田保全・サービスセンター　 200,000

小木曽建設株式会社 20,000

飯田精密株式会社　 20,000

クロダ精機株式会社 10,000

宮下製氷冷藏株式会社 10,000

株式会社　サンテクト 10,000

株式会社　トマツ本店 10,000

飯田信用金庫 10,000

飯伊森林組合 10,000

旭松食品株式会社 10,000

小池建設株式会社 10,000

みなみ信州農業協同組合 10,000

阿南部品株式会社 10,000

株式会社長野銀行 10,000

勝間田建設株式会社 10,000

株式会社飯田ケーブルテレビ 10,000

小林製袋産業株式会社 10,000

阿南ショッピングセンター協業組合 10,000

長野県商工会連合会　南信州支部 10,000

飯田女子短期大学 10,000

KOA株式会社七久里の杜下伊那ビジネスフィールド　 10,000

飯田エフエム放送株式会社 10,000

喜久水酒造株式会社 10,000

社会福祉法人 萱垣会 10,000

社会医療法人 栗山会 飯田病院 10,000

株式会社 エージェンシー広宣 10,000

長野県厚生農業協同組合連合会 下伊那厚生病院 10,000

信菱電機株式会社 10,000

多摩川精機株式会社 10,000

日本郵便株式会社 南信南部地区連絡会内郵便局及び飯田郵便局 10,000

計 510,000

２　自動販売機売上の一部寄付

北陸コカ・コーラボトリング株式会社（大鹿村道の駅、南信州広域連合事務センター） 10,384

名糖乳業株式会社（大鹿村道の駅） 5,803

計 16,187

パートナー企業からの寄付　一覧
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令和3年度事業計画（案） 

１ 南信州民俗芸能ファンクラブの結成・運営 

（1） 民俗芸能行事の情報発信

民俗芸能行事や当協議会が実施するイベント情報などを、メールマガジン、SNS な

どを活用して発信する。 

（2） 加入促進

啓発チラシの制作・配布

南信州民俗芸能パンフレット、ノベルティグッズの制作・配布 

２ 南信州民俗芸能パートナー企業との連携 

（1） 民俗芸能行事に関する情報発信

（2） 民俗芸能行事に対する支援の募集

（3） カレンダー制作・配布

パートナー企業から協賛を募りカレンダーを制作し、地元小中学生へ配布 

３ 繋がり創出イベントの実施 

（1） 第 6 回南信州民俗芸能継承フォーラム

ア 日時 7 月 3 日（金）13:00～16:00

イ 場所 エス・バード ホール

ウ 内容 講演、パネルディスカッション

（2） 首都圏出張フォーラム

ア 日時 未定

イ 場所 國學院大學を想定

ウ 内容 講演、芸能披露

（3） 県内出張講座

ア 日時 未定

イ 場所 未定

ウ 内容 講演、芸能披露

（4） 未来の担い手づくりイベント

ア 日時 令和 3 年 11 月 3 日（水・祝）

イ 場所 飯田市中心市街地

ウ 内容 飯田丘のまちフェスティバルへのブース出展

・歌舞伎フェイスペイント

・獅子舞体験

・人形浄瑠璃体験

第 4 号議案 
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（5） 第４回伊那民俗研究集会（柳田國男記念伊那民俗学研究所と共催）

ア 日時 令和 3 年８月 28 日（土）・29 日（日）

イ 場所 エス・バード ホール

ウ テーマ 御柱年を前に諏訪信仰を考える（仮）

（6） パートナー企業勉強会

ア 日時・場所 未定

イ 内容 講演等

パートナー企業従業員を対象とした、南信州地域の民俗芸能の内容やその

価値を学ぶ講座 

４ 啓発広報 

南信州民俗芸能パートナー企業が持つメディアや南信州広域連合広報紙などを活用

し、繋がり創出イベントの告知、ファンクラブ募集などについて、啓発広報を実施 

５ 民俗芸能行事記録支援 

民俗芸能団体の行事の写真及びビデオの撮影に協力し、民俗芸能情報の発信、記録

保存を支援する。撮影した素材は芸能団体独自の情報発信のほか、当協議会による

ファンクラブやパートナー企業への情報発信等にも使用する。
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南信州民俗芸能ファンクラブについて 

１ 目的 

南信州地域の民俗芸能の魅力や継承されることの価値の認識をより多くの人へと広

げ、南信州民俗芸能の理解者や応援者を増やす。その結果として、地域全体（多様な

主体）の民俗芸能の継承について考える機運が高まるとともに、民俗芸能に関わって

いる人のやりがいが高まることを目指す。 

２ 内容 

メールマガジンや SNS などのツールを活用した情報発信

３ 情報提供ツール 

（1） メールマガジン（月 1 回程度発信）

ア 内容

民俗芸能行事の告知、その他関係する情報の発信、ミニコラム等 

ア 登録方法

入会希望者は指定登録フォームまたは申込用紙で登録申込をする。

イ 登録特典

オリジナルステッカー（南信州民俗芸能のロゴ）進呈

パンフレット（南信州の民俗芸能）進呈 

（2） フェイスブック、インスタグラム

（試験運用中）

ア 内容

・民俗芸能イベントの告知、その他関係す

る情報の発信 

・芸能行事を写真やビデオで紹介

イ 登録方法

自由登録（特典等は無し） 
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パートナー企業への表彰について 

１ 目的 

  南信州民俗芸能パートナー企業のうち、南信州民俗芸能に対して優れた支援を行った企業を

表彰し、感謝の意を表すとともに、他の企業の支援を促し、地域全体の関心や継承機運を醸成

することを目的とする。 

２ 表彰の種類 

  南信州民俗芸能に対して優れた支援を行った企業に対して感謝状を交付する。 

３ 表彰の基準 

  南信州民俗芸能パートナー企業のうち、次の各号のいずれかに該当する企業に対して行うも

のとする。 

（１）南信州民俗芸能継承推進協議会等に対して、総額100万円以上の寄付を行った企業

（２）民俗芸能団体の活動に対し、長年継続的に人的支援を行った企業

（３）民俗芸能を地域内外に効果的に周知する活動を行った企業

（４）その他、南信州民俗芸能継承推進協議会長（以下「会長」という。）が他の企業の模範

となる支援を行ったと認める企業 

４ 選定方法 

  ３の基準に基づき、会長が対象企業を選定する。 

５ 令和３年度の表彰内容 

（１）表彰対象

興亜エレクトロニクス株式会社 

（２）取組内容と評価

令和元年10月26日、同社主催の「創業50周年感謝祭」に多くの民俗芸能団体（早稲田人

形、新野の盆踊り、和合の念仏踊り、新野の雪まつり、遠山の霜月祭り）を招待し、民俗

芸能を披露する機会を設けた。 

このような取組は、民俗芸能団体の活動を応援するだけでなく、同社従業員をはじめ地

域住民が当地域の民俗芸能に触れ、理解し、交流を促進するものであり、表彰の基準

「（３）民俗芸能を地域内外に効果的に周知する活動を行った企業」に該当。 

（３）表彰時期

令和３年７月３日（土） 第６回南信州民俗芸能継承フォーラム内
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会計年度　令和３年４月１日から

令和４年３月31日まで

収入総額 円
支出総額 円
差引残額 円

収 入 の 部 （単位：円）

区 分 本年度予算 前年度予算 比較増減 摘　　　要

１．繰越金 46,095 2,981 43,114 前年度繰越金

２．補助金 2,400,000 1,500,000 900,000 長野県地域発元気づくり支援金

３．負担金 1,000,000 1,000,000 0 南信州広域連合負担金

４．寄付金 53,905 307,019 △ 253,114 パートナー企業からの寄付金

５．借入金 1,500,000 1,500,000 0 南信州広域連合からの借入金

合 計 5,000,000 4,310,000 690,000

支 出 の 部 （単位：円）

区 分 本年度予算 前年度予算 比較増減 摘　　　要

１．協議会助言者経費 500,000 544,000 △ 44,000 アドバイザー謝礼・旅費

２．情報発信・啓発活動経費 1,200,000 453,600 746,400 ファンクラブ運営、啓発広報、撮影機器整備

３．意識醸成経費 700,000 674,000 26,000 継承フォーラム、伊那民俗研究集会等

４．担い手確保・人的支援経費 1,000,000 552,000 448,000 未来の担い手づくりイベント、出張講座等

５．環境整備・事務局支援 0 500,000 △ 500,000

６．借入金返済 1,500,000 1,500,000 0 南信州広域連合からの借入金の返済

７．その他経費 100,000 86,400 13,600 消耗品、振込手数料

合 計 5,000,000 4,310,000 690,000

予算の各科目に過不足が生じた場合流用が出来るものとする。

南信州民俗芸能継承推進協議会

令和３年度収入支出予算（案）

5,000,000
5,000,000

0

第 5 号議案
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令和２年度 南信州民俗芸能パートナー企業について 

１ 南信州民俗芸能パートナー企業制度の登録状況について 

新たに 19 の企業・団体と協定を締結し、本制度開始（平成 28 年度）以降、合計登録数

は 101 企業・団体にのぼる。 

＜協定締結・登録証交付式＞ 

・阿南会場：８月６日（木）登録８企業・団体

・飯田会場：８月７日（金）登録 11 企業・団体

＜協定の内容＞ 

・従業員の民俗芸能参加推奨、休暇取得促進

・民俗芸能継承の各種取組への協力、支援

・民俗芸能団体との交流

２ 支援活動について 

・従業員に対して地元の祭りや民俗芸能行事へ参加を推奨

・祭りの祝儀（花代）

・ラジオ番組、新聞、タウン情報誌等で民俗芸能を紹介（いいだ FM㈱ほか）

・預金サービスのチラシや普通預金通帳のデザインに、民俗芸能の写真とロゴマークを

使用し、啓発に貢献（飯田信用金庫） 

・自動販売機（清涼飲料水）の売上の

一部を寄付（北陸コカ・コーラボト

リング㈱飯田支店、名糖乳業㈱）

・南信州民俗芸能カレンダーの制作に

対する寄付（中日本高速道路㈱名古

屋支社飯田保全・サービスセンター

ほか）

南信州民俗芸能カレンダー 

「南信州民俗芸能パートナー企業制度」 

協定締結・登録証交付式（R2.8.7 飯田会場） 
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飯田信用金庫 普通預金通帳 

飯田信用金庫 預金サービスのチラシへの掲示 
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令和２年度元気づくり支援金を活用した民俗芸能に係る取組 

団体名 事業名 
事業内容 

（① ソフト事業 ②ハード事業）

南信州民俗芸

能継承推進協

議会 

南信州民俗芸能継

承推進事業 

・南信州地域の資産である伝統芸能を次世代に継承するこ

とを目的とした事業を実施した。 

・ウェブサイトを活用し、効果的・積極的な情報発信を行

った。 

・企業展示用ののぼり旗を配布し、企業内外への啓発活動

を行った。 

・長野県立歴史館で出張講座を開催した。

①講師謝礼、啓発物品制作費、広告掲載費 等

南信州複合芸

能文化の会

（阿智村） 

南信州の人形劇・

獅子舞・サブカル

チャーの複合芸能

文化「南信州天昇

オロチ」による南

信州地域の文化振

興 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、イベント

や教育施設での巡回公演が中止となってしまったが、その

分ガイドブックの内容を充実させ、飯田下伊那地域に広く

配布した。 

・飯田お練り祭りの開催に向け、購入した楽器で稽古を続

けた。 

①ガイドブック制作費 等

②楽器代（和太鼓）

下條村歌舞伎

保存会 

下條歌舞伎の魅力

発信プロジェクト 

スタート篇

・無観客で開催した下條歌舞伎定期公演会で、下條保育所

の年長園児が普段着ることのない浴衣や和傘を使い、歌舞

伎体験を行った。 

・道の駅にポスター、タペストリー及びパンフレットを設

置した。 

①園児歌舞伎体験用備品購入費、園児歌舞伎体験撮影等委

託料、パンフレット等制作委託料 等 
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南信州民俗芸能継承推進協議会規約 
 
 
（名称） 

第１条 本協議会は、南信州民俗芸能継承推進協議会（以下「本協議会」という。）と称す

る。 

 

（目的） 

第２条 本協議会は、将来に向けて南信州が誇る民俗芸能の維持・継承を図ることを目的と

する。 

 

（事業） 

第３条 本協議会は、前条の目的達成のため、次に掲げる事業を行う。 

(1) 民俗芸能の維持・継承に関する事業 

(2) 民俗芸能の後継者育成に関する事業 

(3) 前各号に掲げるもののほか、本協議会の目的達成に必要な事業 

  

（構成） 

第４条 本協議会は、次に掲げる組織をもって組織する。 

(1) 伊那谷民俗芸能団体連絡協議会  

(2) 民俗芸能関連住民団体 

 (3) 南信州広域連合（総務・文教・消防部会） 

(4) 飯伊市町村教育委員会連絡協議会 

(5) 飯田市美術博物館 

(6) 長野県教育委員会 

(7) 長野県南信州地域振興局 

 (8) 前各号に掲げるもののほか、本協議会の目的の趣旨に賛同する者 

 

（役員） 

第５条 本協議会に次の役員を置く。 

（1）会 長  １名 

（2）副会長  １名 

（3）監 事  １名 

２ 会長は、会員の互選により選出する。 

３ 副会長及び監事は、会長が任命する。 

 

（任期） 

第６条 役員の任期は３年とし、再任を妨げない。ただし、補欠役員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

 

（役員の職務） 

第７条 会長は、本協議会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長が欠けたとき又は会長に事故あるときは、その職務を代

理する。 

３ 監事は、会計を監査する。 
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（アドバイザー） 

第８条 本協議会にアドバイザーを置くことができる。 

２ アドバイザーは、総会において会長が推挙する。

３ アドバイザーは、学術的観点から本協議会へアドバイスを行う。

（委員会） 

第９条 第３条各号に掲げる事業について、取組みの方向性を検討し具体的な事業の推進を

担う組織として、民俗芸能継承推進委員会(以下、「委員会」という。)を置く。 

２ 委員会の委員は、会長が任命する。 

３ 委員会に次の者を置く。 

（1）委員長  １名 

（2）委員長代理 １名 

４ 委員長は、委員の互選により選出する。 

５ 委員長代理は、委員長が指名する。 

（地区推進組織） 

第10条 第３条各号に掲げる事業について、各民俗芸能継承の具体的な取組みを実践する組

織として、必要に応じ地区推進組織を置くことができる。 

（会議） 

第11条 本協議会の会議は、総会、委員会及び地区推進組織とする。 

２ 総会は、本協議会の最高意思決定機関として、会長が招集し、議長を務める。 

３ 委員会は、会長の命を受け、会務の企画立案に当たる。 

４ 地区推進組織は、前条に規定するところにより、地域の実情に応じた取組を検討、実践

する。 

（事務局） 

第12条 本協議会の事務局は、南信州広域連合に置く。ただし、第10条に定める地区推進組

織の事務局は原則として当該市町村に置く。 

（経費） 

第13条 本協議会の経費は、当面の間、長野県からの補助金、その他の収入をもって充て

る。 

（会計年度） 

第14条 本協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

（補則） 

第15条 この規約に定めるもののほか、本協議会の運営に必要な事項は、会長が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規約は、平成27年７月１日から施行する。 

（設立年度の特例） 

２ 本協議会の設立年度における会計は、第14条の規定にかかわらず、平成27年７月１日に

始まり平成28年３月31日に終わる。 
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敬称略

区分
R2までの

役職
所属・役職 氏　名

5/24
出欠

顧問 大鹿歌舞伎保存会　顧問 片桐　登 ×

会長
伊那谷民俗芸能団体連絡協議会 会長
黒田人形保存会 相談役

高田　正男 ○

和合念仏踊り保存会 会長 平松　三武 ○

南信州民俗芸能継承推進委員会 委員長
（大鹿歌舞伎保存会事務局、大鹿村教育委員会事務局）

北村　尚幸 ○

柳田國男記念伊那民俗学研究所 事務局長 松上　清志 ○

南信州文化財の会 会長 岡田　正彦 ○

南信州交流の輪 代表 関　京子 ○

副会長 広域連合総務・文教・消防部会長（売木村長） 清水　秀樹 ○

広域連合総務・文教・消防部会員（高森町長） 壬生　照玄 ×

広域連合総務・文教・消防部会員（阿智村長） 熊谷　秀樹 ○

広域連合総務・文教・消防部会員（豊丘村長） 下平　喜隆 ×

監事 飯伊市町村教育委員会連絡協議会 会長 代田　昭久 ×

飯田市美術博物館 館長 滝沢　具幸 ×

長野県教育委員会 文化財・生涯学習課長 久保　友二 ○

長野県南信州地域振興局長 丹羽　克寿 ○

南信州広域連合 事務局長 吉川　昌彦 ○

國學院大學教授、折口博士記念古代研究所、
柳田國男記念伊那民俗学研究所所長、飯田市美術博物館顧問

小川　直之 WEB

長野県立歴史館特別館長
元長野県文化財保護審議会 会長

笹本　正治 WEB

東京福祉大学・大学院 留学生教育センター 特任教授
元文化庁伝統文化課主任文化財調査官

宮田　繁幸 WEB

元飯田市美術博物館 学芸員
國學院大學兼任講師

櫻井　弘人 ○

南信州広域連合事務局 総務課長 加藤　博文 ○

南信州広域連合事務局 総務課 広域振興係長 野牧　和将 ○

南信州広域連合事務局 総務課 広域振興係 齋藤　崇 ○

飯田市美術博物館 学芸員 近藤　大知 ○

長野県南信州地域振興局 リニア活用・企画振興課 竹内　志穂里 ○

株式会社南信州観光公社 代表取締役社長 高橋　充 ○

オブザーバー

事務局

南信州民俗芸能継承推進協議会　会員名簿

民俗芸能
団体

住民団体

行政機関

アドバイザー
（学識経験者）


